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盲

人

封

紹

介

)

『

永

福

日

記
』

に

C

=
;

て

青
森
官
立
化
成
偵
藷

協
会
の
寺

に
J

l
て

｢
串
ろ
の
く

問
書

｣
寄

一
席

と
し
て

､
昭
如

三
十

1
年

に
穀
少
な

い
貴

重
な

石
郷

土
史
湖

の

一
∩′
L
J
rC'
｢
永
禄

日
記
｣
が
刊
行
さ

すt
た
e
jjlか
郷
土
覚

の
屑
竜

石
売

し
て
fJ
九
モ
%
/
晃

し
た

の
.を
磯

に

｢
L部
夜

目
寵

｣
を

凝
く
席
軍

に
籍
介

し
て
み
た

い
C

｢
永
碍
日
記

｣
ーて
刊
行
春
男
鹿

田
孝
棄
民
か
碍
d夢
で
凍

(
て
屠
1り
札
石
地
く
､
浪

岡
蔵
主

化
基
氏

の
攻
寄
山
崎
氏

(
板
層
野
木
､
古
語

-

柘
抑
町
舘
野
塵

に
陣

痛
)

の
表

記
で
あ
り
.
家
憲

と
し
て
4JT
々
書

き
轟
け
･わ
れ
h
J
モ
の
こ

い
･/,;

而

し
て
皇
居
十

三
年

に
.､
山
崎
立
朴

(
藩

医
音

濠

音
頭
の
門
人

､
帰
対

し
て
医
を
･*
/
こ
し
私
塾
書
開
き
､
稽

古
絶
剣
港
晴
如
溝

の
書
十
条
万
巻
を
献
上
し
た

と
い
ふ

)

が
､
()
利
を
審

理
し
て

T
書

ヒ
な

し
､
JH
待

天
保
と
年
書

荒

井

清

明

で
書

き
表
け
た
も
の
で
市

布

｡

書

名
AJ
｢
舘
感

寵
鐸

｣
T

舘
越

B]
お

し
･
｢
山
崎
恵

｣
或

は

軍

に

｢
記
録

｣
等

i
J綜

yJ
か
て
い
た
が

l

｢
秦
東

本

L

i

乗
責
蔀
武
蔵
野
市
兆
宙
声

氏
義

)
の
摩
賓

に
､
立
外
の
息

清
朴

の
筆

マ

｢
北
声

部
苛

白
岩

｣
と
南
te
r
J
と
か
,雪

一

糸

に
淀
禰
し
て
か
,n
Ej
用
名

に
な

っ
た

ヒ
弔
さ
刈
て
い
KP
.

｢啓
万
の
<
rtrY
書
を

｣
は

｢
流
布
庫
｣

(

津
軽

f
恵
方

に

ょ

っ
て
補
力M

J
弟
L
l寄
寓

)
の
欠
を

｢
項
山
本

｣
(
青
魚

市
横

山
筑
正
氏
蔵

)
亨

底
本
ヒ
し
て
補

い
､

｢
海

田
白
き

(
聖

聖
EJ
八
木
嬢
武
美

氏
轟

)
･

｢
束
藩

旧
誼

｣
･
｢
津
軽

古
事

伝
記

｣
･
｢
平
山
日
豪

｣
を

k)
っ
て
姥
勧

二
親
詳

言
J附

し
て
匪
リ
､
｢

永
布

日
記

｣
の
潰
走
版

と
し
て
郷

土
旦
研

究

に
塀
益
す
石
と
こ
ろ
礎

の
て
大

LhJ
あ

否
と
い
は
ね
ば
な

ら

な

い
｡
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｢
双
書

車

永
額
日
恵

)
は
永
森
一花
卑

二

三
五
七
五

)

よ
り
を
永

七
卓

二

t
iJ
ハ
車

)
tTb
で
宅
堰

簿

し
て
居
り
､

政
治
上

の
記
等
.3
勿
論

､
牢

の
卓

也

･
天
候

の
男
顔

･
働

個
の
凌
亀

･
天
下
の
属
廟

な
X
J空

々
面
に
亘

っ
て
斉

し
く

患

古
丸
て
い
て

.
宵
闇

の
缶
寮

こ
し
て
雌
の
郷
土
史
勅

rJ

撃
の
沈
め
埼
卓
を
も

っ
て
い
石
C･

葱
確
定
同
意
で
は
擬

し
.て
簡
略

で
第
月
､
山
積

に
斡
て

～)

句

に
Jb
っ
て
買

竃
が
喝

"
¥
の
林
蔵
を

帝
石
に
､
肇
頭

_

天
下
の
膏
零
等
頗

倒

､
家
綱
公
御
他
界

(
奄
宝

と
毎

)

江
戸
大
火
等

(
重
宝
｣ハ
年

)

地
雇

･
大
水

･
火
夷

等

の
宍
粟

地
番

倒

七

日
朔
日
よ

り
三
日
蓬

ス
雨

､
六

日
Jl)り

八

日

ス

雨

.
大
水

二
十

年
賀
鼻
毛
大
水
也

(
享
保

E)
年

)

三
月
十
乃
日
高
歳
末

メ
亨
廿
日
畳
煩
候
､
表
罫
百

七
十

二
軒

.
蔵

鬼

ツ

(
元
｣メ
二
年

)

葛
赦
首
捲
部
の
若
類

例
､

二
戸
御
家
中
柵

複
層

鞍
押
付
候

､
沌
相
好
右
衝
門

馬
清
川
主
殿

と
設
備
而
御
成
代

二
成

､
大
等
十
号

人
､

森

岡
王
瞳
初
家
老

凄
仰
付
席

ク

〔
元
撃

二
号

)

市
井

の
出
兼
幸

二
何
事
等

例
.
四
月
十

四
日
葦
行
上
人
1r.,,前

江
参
傾
.
八
日

JTa
り

本
行
寺

ニ
ヰ
包
釜
低

､
五
月
十
八
日
逢
有
土
鳩

(
正

徳

三
女

)

四
月
十
七

日
髭
前
高
幸
次
右
衛
門
勧
楚
熊
律
膚

(

秀
頼
十
四
年
)

天
下
の
凧
南

例
.

佃
島

歯
恕
恩
相
思
兵

衛

と
中
毒

七
書

五
月

十
大

日

産

仕
t
J
L/

子

三
佃
康

r
ッ
塵

ノ
面

I.
両
足

Jt
馬

ノ
林

蔵

､
惣
鼻

鼠
色

二
両

､
〆

ニ
ッ
出
生

/
由
､
兆
雨
音

は

､
共

二
牽
団

二
両
､
五
月
甘

一
日

二
土
屋
蒋
権
藤

(
参

候
を
写

取
候
｡

(.
屠
殺

十

五
年

)

等

々
を
月
を
逢

っ
て
記
し
て
い
石
｡

今

｢
永
硬

日
東

｣

の
兎

等

を
､二

忍
食

言
息
.Q
島

正
則
餅

鬼

に
唐
島
城
香
憎
簡

し
た
罪

に
よ
り
.
津
牢

に
宙
替
え
と

し
､
津
重
信
葱
雪
川
中
島

に
墳
封
せ
ん
と
し
た
か

､
藷
局

正
則
か
信

州
高
井
野
村

に
雪

居
す
石
r
J
と

1
な

っ
て
お
吉

言

っ
た
守
栗
毛
伺

に
hJ
っ
て

｢
凍
牽

一
線
志
し

ヒ
比
較
し

て
希
有
と
､

｢
永
壌

日
東
L
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云
細

五
未
年

.

同
年
侶
演

川
中
島

五
至

心
(
葦
酋
壱
諸
仰
凋

償
包
､
田

内

二
両
申

僻
｡
上
轟

ハ
潮
音

竃
空
転

二月
､
ケ
穏

三
和

.座
席

竺
褒
其
屋
形
席

御
室

警
警
怨
躍
塩
J
些

e.<
竜

二
竹

森

大
老
介
下
-

傭

OL

t
旦

ハ
巳
虐

年
花
冠
街
門
甜
uf1
7
7を

-て
横
着

二
下
り
申

傾

向
さ
･わ
き
甲
傾
｡

同
月
十

日
日
面

国
章

嫡
止
命
粛
養

育
.

｢
津
軽

l
詫
志

｣

掬

国
賓

衡
何
語

有
ユ

ノ

へ
包
調
縫
笥

ノ
新

崎

-

シ

テ
竹

森
六

･hr
介
御
碍
IV
吏

ハ
誰

モ
不
知

､
同
と

月
山ハ
日
･′
存
唐

年

九
石
衛
門

下
着

'

頂
御
国
膏

.rTnT
定

ル
由
摂
帝
石

そ
家

中

J
居
宅
屋
腰
葦
葛

末
小
虜

三

田
修
補
旨
御
絹
布
N
也

､

御

国
奄

ハ
塙
叫

叫
中
盤
拾
筒

石
卜

云
､
此
節

小

R

/
着

′
内
廉
季
書
上

ル
岳

ハ
十

三
人

(
氏
名
路

)
右

ハ
御

国

香

止
両
売
如
七
辛

撃

二
円

二
己
知
行
即
周
布

百
月
宛
喝

リ
士

二
番
召
直
選

ヲ
八
十

三
騎
卜
云
､
/(
十

一
賢
有

己

二
人

ハ
撞
名
不
詳

｡
伺
月
十

四
ヨ
御

転
奄

凋
止

ノ
旨

中

宮

ル
上
下
考
壌

二
虐

ス

と
な

っ
て

r
策
す
す

.

(
.｢
津
軽

一.
寧

売
｣

に
よ

っ
て

｢

永
徳

自
転

｣
が
複

に
轟

正
さ

れ
た

の
で

は
な

い
力~
ヒ

い
ふ

何
層

が
市
有

か

等
親

･R-
な

い
聖

.レ

ヌ

｢
高
森

早
見

｣
の
記
巌

と
整

相
し
て
頭
石
ヒ

.

｢
,空
想
日

記

｣

廷
宝

三
重

尾
大

山
女
圃
山
山頂
ル
｡
山
専
行
唐

年

与
右
南

門

､
黒
石

半
左
街
門
J
笹
森

汝
左

篇
門
､
畠

'1
御

公
義

山

二
而
如

此
福
村

.
い
八
号

の
壷

摺
り
串

傾
き

｢
連

番

歴
代
恵

肇

し

直
萱

三
寒

凸
rLP
漕

凝

滞
尾

太
銅

嶺

山
再
飼
山
番
街
唐
年

二
言

衛

門
～
栗

石
乎
左
街
爪

､
笹
森

次
左
衛

E
本

初
村

候

(
工
藤
実
記

)

｢
津
蜜
藩

日
記
L

今
年
尾

太
顛
山

田
塁

再
興
山
奉
行
虐
ヰ

三
石
葡

E
:
'
黒

土
乎
右
街
E
:
'
竃
森

次
左
街
門

と
な
り
､
〝

題
守

る

ク
VJ
〝
再
興

〃
の
卓

が
あ
り
､

ケ
壷

年

与
竜
南
門

″
と

ク
凄

年

二
二
ロ
萄
･E
l
″
､

ケ
黒

石
羊
五
庵

E
ク

と

〝

馬

雪
:
芸

竃

円

″
の
違

い
は
布

石
が

J

｢
県
実

｣
の
津
壊

し
Ii
'
抱

の
男
君

LJ
轟
賢

す

弓

の
マ
ム甥
石

｡
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東
嶺

に
､

｢
永
凄

日
記

｣

が
民
向

の
急
発

で
奉

る

r
J
と
.の

清

色

と
し
て
落
首

ち
載

せ
て
楓
刺

し
て
方

石
4'
の
宅
倒

に

と
九
は

､

貞
専

売
甲
子

′
年
､二
日

J
IT新
瀕

境
ル

｡

海

田
対
定

席

産
傭
粟
対
十
左
南

門
せ
屑
｡
梅

田
対
話
徳

山
不
卓
蕨

弘

前

二
五
十

二
年

度
､

五
十

三
年

tD
他
年
溝

田
対

へ
奉
頑

新
顔

人
奉

行
覚

､
腰

孝
行

i<
遵

守
阜

人

∵
曝
書

求
草

本
メ
源
左

二
門
､
田
口
十
兵
衛

と
中
点
｡

長

二
村
喜

書

新
横
を
口
話

た

り
坪
田
臼
蜜

阜
人
が
求
馬
罪
13
滞
左

工
円

七

日
よ

り
如
香

ユ
十
大
免

三
両
令
宇

久
'

色
丹
知

名

茶

屋

町
.T3
り

下
知
凄

珪

藻
前

句
書

､
下
軸
塵

対
象

罰
唇
面
'

乗

ノ
方

(
村
上)t候

｡

同

<
貝
よ
り
虐

ケ
烏
舟

屋
鼻
面
普

請

始

ク
明
女
達

11
普
重
義

リ
.
御

地
轟
寿
方

主
義

古
宋

J7)
り
鯛
を
牙

と
申

ハ
k
青

紫

二
両

､
壱
洋
式
や

主
痔

t

有

､
昔

よ
り
結

々
多

ク
約

や
申
虐
所
チ

ハ
石

宅

-
牙
1
f

戒
候

｡

人

称

よ

り
康
ケ
南

港
東

菰

･､
新
病
超
農

高

E
菅

却
普

請
､

其
外

方
や

l-
両
難

毒
せ
虜

.

寸

何
食
古
希
袋
土
手
索
,V
.

と

い
う
兵
書

元
年

の
記
事

凍
帝

石
.
こ
の
う
ち
粛

虜

班

の

考
誉

r.
県

辞
し

に
.よ

っ
て
他

の
革
新

と
河

原
7

割

_

∫

兵
書

牢
空

1
月
津
軽

茄
中
細
新
顔

髄
細

る
｡
男
奉

行

大

電

帝
大
療

育
卑

人
L･
村

営
求
馬

二

花
帝
稀

引
渡

左
衛

円
､

佐
藤
新

玉
左

エ
E
:
～
E]
中
十
′弟
街

､
鞠
目
付
粛
･q
農
高

之

雫

横
地
入
金

造
兵
毎

J
太

甲
茂

澄
荷

口

､
徳
等

孝

行

四
浩

八
人
､
締
漆

下
筏
等
艶

笑

i
寺

八
人
ワ

,
学
年

よ

り
三
ヶ
年

に
し
て
膚

腰
中

不
義

楚

御

旗

相
済

食
米

水

憶

奄
奄

･
伺

三
年
十

二

芳
し､B
托
兼
嶺
類
布

食

油

僻
村

糧
､

屯
初

に
i･bJ言
下
堀
金
野
水
惜
耳
竜
共
に
度

々
(
癖

浸
新
に

会
席
塵

畿
隼

官
鮪

伺
支

配

h
f皐

甲
席
｡
此
新
棟

兜
を
壊

せ
造
兵
享

の
轟
等

腐

元
掻

)i
..J
,つ
(

1
淫
軽

罪
代
表

額

-
ェ

ノ琴

最

短

)

と
委

棄

せ

る
｡

松
上
牽

っ
f3
6･
鴎

に
よ

っ
て

設
て

も

､

｢
永
存

日
東

｣

は
可
成

り
正
慮

誓

書
鍔

の
史

実

･
首
席

看
億
之

て
屠

る
の

で
あ

り
､
鼻

に
革

島

民

の
家
恵

た

香

に
ヒ
Y

言

,2
才

､
他

の
安
潮

音
細
面

ず

り
壷

村

け
石
巳
の
と
し
て
淫
転

顔
土
史

の
研
究

に
究
Y

こ
と
の
出
釆
な

し､
も
の
と
克

之

香

｡

卦

ゝ
石
貴

重
な
る
史
封

か

五

百
部

陀
度

と
は
い

(

､
県
立

化
成

償
叢

協

会

に
よ

っ
て
刊

行
さ
れ

た
rr
J
と
は
.鹿

妻

趣

め

て
大

き
く
.
引
き
嶺
き

(
)
の
よ
う
な

旦
書

類

が
刊

布

き
親
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竃

,
)
ヒ
蛋
弼
緒

し
て

や

ま
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